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■テレビ/ラジオの受信障害について�
本製品は、FCCの定めるクラスBのコンピュータ機器に対する許容条件につき、
所定の審査の上、FCC-15章の規定内容に適合するものとして認定されています。
FCC-15章は居住環境において防止すべき受信障害の規制基準を定めたものですが、
装置の設置状況によっては受信障害が発生する場合があります。�
ご使用のコンピュータシステムが受信障害の原因となっているかどうかは、その
システムの電源を切ることでご確認いただけます。電源を切ることにより受信障
害が解消されれば、ご利用のコンピュータ、あるいは、その周辺装置が原因であ
ると考えられます。�
ご使用のコンピュータシステムがテレビやラジオの受信状態に影響している場合、
以下の手順のいずれか、あるいはいくつかを組み合わせてお試しください。�
　●テレビまたはラジオのアンテナの向きを変え、受信障害の発生しない位置を
　　探してみてください。�
　●テレビまたはラジオから離れた場所にコンピュータを設定し直してください。�
　●テレビまたはラジオとは別の電源供給路にあるコンセントにコンピュータを
　　接続してください。�
　●状況に応じ、テレビ/ラジオの修理業者またはマウスの販売店にもご相談い
　　ただけます。�
�
■注　意�
本製品に対し許可しない変更または加工が加えられた場合、FCCの許可が無効と
なり、正規の製品としての使用は認められませんのでご注意ください。�

※この文章中に表記されるその他すべての製品名などはそれぞれのメーカーの登録商標、商標です。�
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●マウス本体(ワイヤレスタイプはレシーバを含む)�

●変換アダプタ�

●取扱説明書�
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デザイン及び仕様については改良のため予告なしに変更することがございます。�
本誌に記載の社名及び製品名は各社の商標又は登録商標です。�

本取扱い説明書の内容は、予告なしに変更になる場合があります。 �
最新の情報は、当社Web(http://www.sanwa.co.jp/)を�
ご覧ください。�



 

はじめに�

この度は、スクロールマウス/ワイヤレススクロールマウスをお買い上げいただき、誠に
ありがとうございます。このスクロールマウスは、マウスのスクロールボタンを前後にス
ライドするか、クリックさせるだけで、Windows上で簡単に画面スクロールが行えるよ
うになります。�
また、この商品は、Microsoft IntelliMouse機能も持っていますので、MS-OFFICE97
のようにIntelliMouse機能を持っている場合であれば、オートスクロール、データズー
ムなどのナビゲーションが行えます。 

ご使用前にこのマニュアルを
よくお読みください。また、お
手元に置き、いつでも確認で
きる様にしておいてください。�

●各社DOS/Vパソコン、NEC PC98-NXシリーズ、IBM PC、�
　Aptiva及びThink Padシリーズ�
　※但しPS/2マウスポートもしくはシリアルポートを持つ機種。�
　※一部のポインティングデバイス内蔵のノートパソコン�
　　（排他制御機能のないタイプ）及びNEC PC98-NXデスクトップパソコンには、�
　　シリアルポート接続により対応しています。�
　※対応OS：Windows XP･2000･Me･98SE･98。�
　　Windows 95･NTには対応不可。�
　※機種により対応できないものもあります。�

■対応機種�

※一部のポインティングデバイス内蔵のノートパソコン（排他制御機能のないタイプ）及びNEC 
PC98-NXデスクトップパソコンには、シリアルポート接続により対応しています。�
※赤外線・内蔵モデムを持つノートパソコンにスクロールコンフォートマウスをシリアル接続される際はノートパ
ソコンのCOM1ポートをあける様に設定してください。詳細の設定の方法については、パソコンのマニュアルを
ご覧ください。�
※NEC PC98-NXデスクトップ機にスクロールコンフォートマウスをシリアル接続する際には、キーボー
ドに接続するPS/2マウスをはずしてご使用ください。�

インストール�

●スクロールマウスの接続�
　1.コンピュータの電源を切ってください。�
　2.コンピュータに接続されているマウス
　　が他にもあれば、取り外してください。�
　3.コンピュータ背面のPS/2マウスポート
　　(ミニDIN6pin)もしくはシリアルポー
　　ト(D-sub9pin)にスクロールマウスを接
　　続してください。ワイヤレススクロール
　　マウスのレシーバーを接続する際も同様
　　に接続してください。�
　4.接続の際、コネクタには上下がありま
　　すので注意してください。�
　5.電源を入れてください。�

■スクロールマウスの接続�

PS/2マウスポート�
(ミニDIN6pin)

シリアルポート�
(D-sub9pin)

変換アダプタ�

スクロールボタン�
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ボタンの特長�

この本製品にはスクロールボタン（スクロールボタンを前後にスライドさせて、簡
単にスクロール操作が行えます。）機能が付いており、マウスから直接スクロール
することができますので、Windows上でよりマウス操作が楽に行えるようになります。�
この商品は、Microsoft IntelliMouse機能も持っていますので、MS-OFFICE 97の
ようにIntelliMouse機能を持っている場合であれば、オートスクロール、データズー
ムなどのナビゲーションが行えます。�

スクロールとはウィンドウ内を上下、左右へと移動させることをいい、通常水平スク
ロールバーと、垂直スクロールバーをクリックすることでスクロールが可能になり
ます。スクロールマウスではスクロールボタンを前後にスライドさせることで簡単
にスクロールができます。カーソルをスクロールバー内の位置に持っていき、スク
ロールボタンを前後にスライドさせてください。初期設定では、スクロールボタンを
モニタ方向にスライドさせると、上方向にスクロールされます。手前方向にスライド
させると、下方向にスクロールされます。�

■スクロール�

左ボタンは通常クリック、ダブルクリックに使われます。また、右ボタンはWindows 
98/95でのアプリケーションごとに設定されているマウスの働きも行いますし、ま
たポップアップメニューの表示もすることができます。�
左利きの方などは「マウスのプロパティ」の中の「ボタン」で、お好みに合わせて変
更可能です。�

■左ボタン・右ボタン�

この機能で、スクロールボタンをクリックすることにより、オートスクロール機能を
使用することができます。�
カーソルをスクロールバー内の位置に持っていき、スクロールボタンをクリックす
るとパンニングアイコンが表示されます。マウスを上下左右に少しずつ動かすとス
クロールが開始されます。スクロールのスピードは、スクロールアイコンとポインタ
の距離に比例します。�

■スクロールボタン�

スクロールボタン�

上方向にスクロール�

下方向にスクロール�
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トラブルシューティング�

Q.しばらく使用していたら、マウスアイコンの動きが悪くなった。��
A.マウスは非常にデリケートです。ローラー・ボールに知らぬ間にホコリやゴミが
付着し、動きが悪くなるばかりでなく、故障の原因になることもあります。定期的（月
に１回程度）にクリーニングすることをおすすめします。�
クリーニングには弊社製 CD-46、CD-43等をおすすめします。�
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